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１週間を振り返って



中国軍事科学院が尖閣諸島作戦対象と

•台湾有事の時に望み
はしないが尖閣諸島
でも衝突があり得る

•尖閣を対象に戦争に
言及するのは異例

•中国は尖閣を台湾の
一部であると認識

•今年尖閣に侵入した
中国船が337日に

【北京共同】中国軍のシンクタンク軍事科学院の何雷・元副院
長（中将）が9日までに共同通信の単独インタビューに応じ、
沖縄県・尖閣諸島を巡り「戦争を望まないが恐れない」と明言
した。台湾武力統一に踏み切った場合、尖閣を同時に作戦対象
とする可能性にも含みを持たせた。軍関係者が尖閣を巡り「戦
争」に言及するのは異例だ。将来的な領有権奪取の強い意志が
鮮明になった。
同シンクタンクは人民解放軍に政策提言している。何氏は

2012年の日本の尖閣国有化を批判し、日本側の「挑発」が続
けば「中国は国家の領土と主権、海洋権益を断固守る」と強調。
「中国軍の国家主権、安全、領土の一体性を守り抜く強い意志
と決意、強大な力を日本は見くびってはならない」と警告した。
日中関係が不安定化する要因について、台湾問題を挙げ「中

国の核心的利益に干渉するのは許されない」と語った。尖閣を
「台湾省」の一部だとする中国の主張に基づいて台湾統一と尖
閣奪取を同時に行う可能性について問うと「（中国主張の）道
理からすればそうだ」と答え、否定しなかった。

尖閣諸島で「戦争恐れず」 中国軍中将、異例の
言及



ゼレンスキー大統領は支援を訴え
プーチン大統領は来年の選挙に出馬表明



プーチン大統領 選挙出馬表明
•様々な問題を抱えな
がらプーチン氏が来
年の大統領選挙に
出馬表明

•支持率 80%とも

•今回の選挙から通
算２期、最長12年大
統領になれる

•対抗馬は？



•反体制派のﾅﾜﾘﾇｲ氏の
所在が不明

•過激活動支援で禁固刑

•いままで収監されてい
た刑務所から移動

•ﾌﾟｰﾁﾝ氏への批判を抑
え込むため

•健康不安説もある

•徹底的に反対勢力を抑
え込むﾌﾟｰﾁﾝ氏＞専制
国家を誰が止めるのか

（ＣＮＮ） ロシアの反体制派指導者アレクセイ・ナワリ
ヌイ氏（４７）の弁護士らは１１日、ナワリヌイ氏と連絡
が取れなくなり、居場所が分からない状態だと明らかにし
た。ナワリヌイ氏は首都モスクワの東約２４０キロの流刑
地に収監されていると見られていた。
ナワリヌイ氏は８月、過激派団体の創設や過激活動への資
金援助などの罪で有罪となり、禁錮１９年を言い渡された。
すでに詐欺その他の罪で服役中で、厳重警備施設で禁錮１
１年半の刑に服している。
ナワリヌイ氏の支持者は同氏の逮捕や収監について、プー
チン大統領への批判を封じようとする政治的な動機がある
と主張している。
広報担当者が１１日にＸ（旧ツイッター）で明らかにした
ところによると、弁護士らがナワリヌイ氏の居場所と見ら
れている流刑地２カ所に連絡を試みたところ、「ＩＫ６」
と「ＩＫ７」のどちらにもいないと告げられたという。
広報担当者は「８日と今日、ＩＫ６とＩＫ７はどちらも反
応しなかった」と説明し、ナワリヌイ氏は６日間にわたり
行方不明になっていると言い添えた。直近ではナワリヌイ
氏はモスクワの東にあるＩＫ６に収監されていた。

ロシア反体制派ナワリヌイ氏、所在不明に
収監先の刑務所に「いない」 支援チーム



プーチン大統領 ２年ぶりの対話集会



•ﾊﾝﾕﾆｽへの空爆を強化

•ﾊﾏｽ側の降伏する兵が
増加した

•侵攻を続けるｲｽﾗｴﾙ軍
はﾊﾏｽの体制崩壊へ追
い込んだと報道

•現在はガザでの作戦指
示をする責任者２名の
確保に動いている

イスラム組織ハマスの掃討作戦を続けるイスラエル軍の参謀
総長は9日、ハマスに体制崩壊の兆しがみえると述べました。
イスラエル軍がガザ全土で作戦を続ける中、前線を訪れた参
謀総長は9日、「テロリストの降伏は体制崩壊の兆候だ」と
述べた上で、さらに攻勢をかけるべきだと鼓舞しました。
こうした中、イスラエル軍は、南部ハンユニスなどを空爆す
るとともに、住民に対し中心部から退避するよう求めました。
ハンユニスの病院には、空爆による負傷者などが次々と運び
込まれていて、ガザ保健当局は、これまでに1万7700人以上
がなくなったと主張しています。
ユニセフ報道官「私はウクライナで避難を強いられる人々に
世界が心を寄せるのをみた。なぜ、ここの人々については世
界は目をつぶるのか、理解できない」
イスラエル・メディアは、ネタニヤフ首相がアメリカのバイ
デン大統領と週末に電話会談した際、南部ハンユニスでの軍
事作戦が3、4週間続くとの見通しを伝えたと報じています。
アメリカは10日、戦車の砲弾などおよそ1億650万ドル相当
の武器をイスラエルに売却すると発表しています。

イスラエル軍参謀総長“ハマスに体制崩壊
の兆し”



•最高司令官ｱｲﾏﾝ・ﾉﾌｧ
ﾙ氏は10月17日の空爆
で死亡したと発表

•ｲｽﾏｲﾙ・ﾊﾆﾔ氏

•2006年の選挙で
首相に就任

•ｶﾀｰﾙ在住

•ハマスの最高責任者

•資金集めや指示を行っ
ているといわれる



•イスラエル軍はハマスが
作った地下通路網を水没さ
せる作戦を開始

•主要陣地を破壊すること

•重要人物のあぶり出し

•第一段階として人質がいな
い通路に注水させる

•海水を使用 何日も経つと
水が腐る 地下水汚染

•人質がいる可能性もある

（ＣＮＮ） イスラエルがパレスチナ自治区ガザ地区
のトンネルに海水の注入を開始した。米当局者が１
２日、ＣＮＮに語ったところによると、イスラエル
は米国に対し、トンネル網の大規模な破壊能力をテ
ストするため、「限定的に」一部のトンネルを水没
させる「慎重なテスト」を始めたと説明している。
注水の効果は不明だが、イスラエルは試験的な注水
について、人質がいないと判断したトンネルのみを
対象として、慎重に行っていると強調しているとい
う。
イスラエル首相府によれば、米国人も含めてまだ１
３５人がハマスの人質になっていると思われる。
イスラエル軍は今月に入り、少なくとも５００のト
ンネル坑を破壊し、ガザ地区周辺にある８００あま
りのトンネル坑を突き止めたと発表。そうしたトン
ネル坑の多くが民有地や民間の建物の中にあると述
べていた。
ハマスは２０２１年の時点で、ガザ地区の地下に全
長５００キロのトンネルを建造したと主張していた
が、この数字の真偽は分かっていない。

イスラエル、ガザ地区のトンネルに海水
の注入開始 米当局者



東京オリンピックの施設問題
•9日にあったｻｯｶｰ天
皇杯の試合で指摘
•余りに酷いｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾝ
ﾃﾞｼｮﾝ
•芝がﾎﾞﾛﾎﾞﾛ ﾃﾞｺﾎﾞｺ
•座席が狭い
•トイレも良くない
•今後使うためには改
修が必要なのでは

国立競技場のピッチが危機的状況に陥り、芝以外にもさまざまな〝欠陥
〟を指摘する声が上がっている。
９日に国立で行われたサッカー天皇杯決勝では、劣悪なピッチ状態が

脚光を浴びた。ボコボコに荒れている場所が多く、その様子はまるで近
所の〝草サッカー場〟。ピッチはお世辞にも一流のプロがサッカーをす
る状態ではなかった。ＳＮＳ上ではファンやサポーターから批判が殺到
し、選手たちからも不満の声が上がるなど大きな波紋を呼んでいる。
〝国立の芝〟問題が注目を集める中で、同競技場に関するさまざまな〝
欠陥〟も話題になっている。
ファンやサポーターからはＳＮＳ上で「芝もボロボロ、ピッチも遠い、

スタンドも狭い、重要な試合や大会を国立で開催するの本当にやめてほ
しいわ。芝も変えて、トラック無くして専スタ化すれば話は別だけど。
（どうせやらん）」「国立競技場の芝がひどいことになってますね。利
用の大半がサッカーとラグビーなのに陸上トラックがあるから球技観戦
に不向きな競技場ですが、良好な芝すら提供できないとはどういうこと
か？ 客席も芝もダメとなると立地しか取りえがないですね」「紆余曲
折あったから仕方ないかもしれないが、とにかく施設のいろいろな部分
で名前負けしている。席間が狭い、とくに前席との間隔が狭いから通路
から席への出入りが大変。トイレも出入口が一カ所のみの場所が多く、
人流が滞ってしまう。など、とても最新の施設と思えない部分がありま
す」と構造や客席などにも不満が噴出している。



•建設費1569億円
年間維持費24億円
（50年後まで）

•陸上競技と球技の
会場を考える

•2024年から運営は
民営化

•屋根がない＞音楽
会場は不向き

•計画性の無さ露呈



東京オリンピックで新設された施設
•夢の島公園アーチェリー場

•海の森水上競技場

•ｶﾇｰ・ｽﾗﾛｰﾑセンター（競技場部分）

•大井ホッケー競技場

•東京アクアティクスセンター

•有明アリーナ

•解決策はﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂの導入 企業広告を獲得

• 周辺施設との連携利用など

＞1200万円の赤字

＞1.6億円の赤字

＞1.9億円の赤字

＞9000万円の赤字

＞6.4億円の赤字

＞3.6億円の黒字



国家的イベントに対する考え方の甘さ
•大阪万博の運営費が
膨張
•入場料だけで賄える
のか ＞800億円想定
•ﾊﾟﾋﾞﾘｵﾝの建設費高騰
•完成するのか
•札幌冬季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ誘
致も振り出しに
•必要性の判断を考え
る必要があるのでは



選手村が新たな街へ



反転攻勢は不発 •6月に始まった反転
攻勢は上手くいって
いない

•東部でのﾛｼｱ軍の
攻勢が激しい

•前線全体で弾薬や
砲弾の不足が深刻
化

•ｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領は
海外を走り回って支
援訴え



マイナンバーカード問題
•12月10日現在 発行枚
数は約9720万枚
•約500万枚が廃棄
•保有率 約72％
•紐づけﾐｽ 15907件
•245件で他が閲覧

•健康保険証は来年秋に
廃止＞１年猶予期間
•資格確認書を発行

政府は12日、マイナンバーに関する総点検の結果、およそ1万
6000件のひも付けミスが見つかったと発表した。そんななか、岸
田文雄総理大臣は、現行の健康保険証を予定通り来年の秋に廃止
すると表明した。
■他人が個人情報を閲覧245件 ひも付けミス原因は？
相次ぐトラブルを受け、6月から続けられてきたマイナンバーの

総点検。その結果が12日に発表された。政府の総点検などで判明
したマイナンバーのひも付けミスは健康保険証が8695件、障害者
手帳が5645件、公金受取口座が1186件など合わせて1万5907件と
なった。このうち、245件は他人に個人情報を閲覧されていたと
いう。ひも付けミスの主な原因は、マイナンバーの提出がなく、
氏名や生年月日だけで作業したことなどだという。今後、システ
ムの改修や定期的にマイナンバーを確認するといった再発防止策
を講じるとした。
■健康保険証は来年秋廃止 マイナ保険証ない人は？
そうしたなか、岸田総理は「予定通り現行の健康保険証の発行

を来年秋に終了し、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行する
ことといたします」と、現行の健康保険証の廃止を正式に表明し
た。
マイナ保険証を持っていない人には、保険証と同様の機能を持

つ資格確認書を配布するという。

健康保険証は予定通り来年秋廃止へ



新たなカードも今日から発行開始
•新たなカードは暗証番号無し 顔認証で本人を確認

•保険証に特化したカード

•暗証番号を覚えるのに不安がある人のため

•なぜ新たなカードを発行するのか

•新システムを製作しなければならない

•持たない人のための資格確認書を作るなら紙の保
険証を残しても同じなのではないか



•新紙幣が来年７月３日から発行
•前回2004年発行から20年で新
紙幣に交代
•偽造防止のﾎﾛｸﾞﾗﾑ ＞世界初
導入の肖像の３D画像が回転
•すでに印刷は進行中

•新券 ＞ 券売機などの刷新
•これに莫大な費用が掛かる
•電子マネーの普及がどう影響す
るのか



•財務省と経産
省の考え
•財務省は定
期的な紙幣変
更
•経産省はｷｬｯ
ｼｭﾚｽ社会へ
の対応
•この中で今回
の新紙幣発
行となる



•週明けには所属議員を
一斉に聴取する方向へ

•裏金作りを解明するた
めに行う

•時間を空けなかったの
は口裏合わせを防ぐ為

•国会休会中に目途を立
てなければならない

•現行では4000万円以上
で立件という

自民党派閥の政治資金パーティーを巡る問題で、東京地
検特捜部が、最大派閥の清和政策研究会（安倍派）から
パーティー券収入のノルマ超過分のキックバック（還流）
を受け、裏金化していたとされる所属議員側を一斉に聴取
する方針であることが関係者への取材で判明した。これま
では秘書らが主な聴取対象だったが、派閥幹部や議員本人
にも広げる。安倍派では直近5年間で総額5億円が裏金に回
された可能性があり、聴取対象は数十人に上るとみられる。
安倍派（99人）では、所属議員がノルマを超えて集めた

収入と、議員への還流分の支出がいずれも派閥の収支報告
書に記載されていなかったとされる。議員側の収支報告書
にも還流資金分が収入として記載されず、裏金化していた
可能性がある。
政治資金規正法は、政治団体の収入や支出を収支報告書

に正確に記載するよう会計責任者に義務付け、違反があっ
た場合は3年以下の禁錮または50万円以下の罰金と定める。
不記載や虚偽記載の立証には、額や資金の流れを確認する
必要があり、特捜部はこれまで派閥の会計責任者や裏金を
受領したとされる議員の秘書らに説明を求めてきた。

自民裏金疑惑 安倍派議員を一斉聴取へ
特捜部、対象は数十人か



•安部派の宮沢防衛副大
臣が暴露

•ｷｯｸﾊﾞｯｸを報告書に記
載しないように派閥から
指示を受けていた

•長年やってきているなら
適法なのかと推測

•自身は3年で140万円

•派閥からはしゃべるなと
言われた

•覚悟の上の暴露である

自民党安倍派に所属する宮沢博行防衛副大臣は13日、国会内で
報道陣の取材に応じ、安倍派のパーティーをめぐる政治資金問
題をめぐり、派閥からキックバック分について政治資金収支報
告書に記載しないように指示を受けていたことや、不記載につ
いて口止めされていることを「暴露」した。
「派閥の方から、かつて収支報告書に記載しなくてよいとい

う指示がありました」とした上で「正直に申し上げます。大丈
夫かなとは思いましたが、長年やってきているなら適法なのか
なと推測せざるを得なかった。その指示に従った」と述べた。
誰から指示を受けたかについては答えなかった。不記載につい
ては「おわびをしないといけない」と述べ、謝罪した。 自身
の不記載分は2020年から2022年の3年間に140万円だと明かし
た。「多くの（安倍派の）仲間も早く説明し潔白を証明したい
と思っていると推測するが、（派閥から）『しゃべるな、しゃ
べるな』と。これですよ」と述べ、派閥側の「口止め」に怒り
をあらわにした。 「地元にも国会にも相談せずに答えている。
迷惑をかけているかもしれないが、こと、ここに至ってはもう
しゃべるしかないと思い（公表を）決断した」と覚悟の上での
暴露だと述べた。「もう、派閥から追い出されるかもしれない
が（不記載の）指示はございました」と、繰り返し訴えた。

安倍派「口止め」宮沢防衛副大臣が覚悟の上
で暴露「しゃべるな、しゃべるな、これですよ」



•政治資金のキックバック
問題で閣僚人事が動く

•松野官房長。萩生田政
調会長、世耕参院幹事
長、高木国対委員長も
辞表提出

•松野氏に代わって林氏

•岸田派で首相に最も近
い人

•安部派外しと批判も

•今後派閥間闘争も

今回の人事の目玉ともいえる、官房長官への林前外相の起
用をめぐる舞台裏と、自民党内の反応について、記者会館
からフジテレビ政治部・福井慶仁記者が中継でお伝えする。
13日夜の会見で、信頼回復に向けて「火の玉」になると決
意表明し、背水の陣を敷いた岸田首相だが、党内からは
「火だるまの間違いじゃないか」と冷ややかな声があがっ
ている。官房長官の後任人事については、当初、加藤前厚
生労働相や浜田前防衛相の起用を模索したものの調整が難
航。そのため、「身内」である林氏が浮上したが、麻生副
総裁が外交姿勢をめぐり距離を置く林氏の起用に難色を示
した。
岸田首相としては、反対意見を振り切り林氏の起用を決断
した形で、首相周辺も「今は平時ではない」として、林氏
の高い答弁能力や首相との近さを強調している。一方、党
内からは、岸田派からの起用について「ただの安倍派外し
で、臭いものにふたをしただけだ」、「もうこの政権は厳
しいだろう」などと厳しい声が出ている。
これまでスクラムを組んできた党幹部との関係性が変わる
可能性もあり、厳しい政権運営を迫られるとみられる。

麻生氏難色も林氏を起用 党内から「安倍派外
し」の声上がり政権運営厳しく

更迭される前に



安部派の入閣なし
•松本氏 前総務大臣

•坂本氏 前地方創生担当大臣

•斎藤氏 前法務大臣

•林氏 前外務大臣

•副大臣5人と政務官1人が辞表
提出

•今後何もなければ良いが
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岸田政権の今後は
•時事通信の調査で支持率が17.1％となる

•首相が裏金疑惑を巡り内閣改造や自民党役員人事
に言及、今後の人事に期待しますか？という問いに
対して96%が期待していないと回答

•今回の問題処理に派閥の領袖と会談している

•脱派閥という方向に持っていけない

•他の調査でも支持率が20％を切ると岸田降ろし開始

•野党の力がないので政権交代にはならない



•アメリカの分断を象徴
•ﾊﾞｲﾃﾞﾝ大統領が副大統領
だった時に賄賂などの汚職
に関わったとして調査
•この調査するかどうかを下
院で採決 共和党の賛成
で可決
•来春には決議案の投票
•結果を受けて上院で弾劾
裁判を行う事に
•再選を目指すﾊﾞｲﾃﾞﾝ氏に
は痛手

アメリカの議会下院は13日、ジョー・バイデン大統領
に対する弾劾調査の開始を正式決定する決議案を可決
した。採決では与党・民主党が反対し、野党・共和党
は賛成した。下院は共和党が8議席というわずかな差
で多数派となっており、決議案は賛成221、反対212
で可決された。共和党はこの決議によって、証拠集め
と法的要求の実現がしやすくなるとしている。
下院の三つの委員会は、バイデン氏が副大統領時代に
賄賂などの汚職に関わったと疑っている。委員会はい
ずれも共和党が主導している。今回の決議で、下院が
来年の早い時期にバイデン氏の弾劾を求める可能性が
高まった。正式な弾劾調査が進めば、下院での弾劾決
議案の投票と、上院での弾劾裁判へとつながる可能性
がある。来年の大統領選で再選を目指すバイデン氏に
とって、大きな頭痛の種となりうる。
これまでのところ不正行為の証拠は確認されていない。
バイデン氏は、政敵らが「うそで攻撃している」とし
ている。

バイデン氏の弾劾に向けた調査、正式に
開始 米下院で可決



•大統領選の結果を覆そ
うとした刑事裁判

•ﾄﾗﾝﾌﾟ氏が免責特権適
用を上訴裁判所に提出

•免責特権とは 大統領経験者
が議会や裁判所に証言する
事を拒否できる権利

•結果が出るまでは公判
できず

•ｽﾐｽ特別検察官は最高
裁に介入を要請

（ＣＮＮ） トランプ前米大統領が２０２０年大統領選の結果
を覆そうとした画策を巡る刑事裁判で、裁判を担当する首都ワ
シントン連邦地裁のチャトカン判事は、あらゆる訴訟手続きを
一時停止したことを明らかにした。トランプ氏が自身の免責特
権の適用に関して上訴したことを受けた措置。これにより２４
年３月に予定されていた公判は延期される可能性がある。
手続き停止の命令の中でチャトカン氏は、ワシントンの巡回上
訴裁判所がトランプ氏の免責特権の有無を検証している間は自
らに本訴訟の管轄権がないことを認めた。上訴の手続きを急が
せるべく、トランプ氏を刑事訴追しているスミス特別検察官は、
連邦最高裁に対して介入するよう求めている。
チャトカン氏は命令の中で、来年３月に設定された公判期日が
影響を受ける可能性があると述べた。日付については、上訴の
手続きの結論が出たときに再考する方針だという。
しかしチャトカン氏によれば、手続き停止中も自らが既に施行
した「訴訟の正当性を保護するための」措置が禁じられること
はない。そこにはトランプ氏に対する制限付きの箝口（かんこ
う）令も含まれる。
スミス氏は今週、最高裁に向けて、連邦高裁での審理を待たず
にトランプ氏の免責特権について判断を下すよう求めた。

トランプ氏の選挙介入訴訟、地裁判事が手続
きを一時停止 来年の公判に遅れも



COP28が閉幕 一歩前進したか



COP28が閉幕したが課題は
•化石燃料について「脱却を進める」ことで合意

•「損失と損害」に特化する新たな基金の運用ﾙｰﾙ作り

• ＞年間1000億ドルの資金支援が十分に達成されず

•「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｽﾄｯｸﾃｲｸ」＞気候変動対策の進捗を評価

•火力発電所の段階的な削減＞石炭石油天然ｶﾞｽ

•温室効果ガスの排出量を2019年と比べ、2030年まで
に43％、2035年までに60％、削減する必要あり

•これからの10年間が勝負である



課題は山積
•会期が１日伸びたのは
•合意形成が大変だった
•化石燃料の削減に対して反対 ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ ｲﾗｸ
• ｲﾝﾄﾞ ﾅｲｼﾞｪﾘｱ
•産油国や東南アジア諸国は全体として反対だった
•2022年の石炭使用料83億ｔ 前年比3.3%増 過去
•2023年も増加の予想
•ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻が原因
•先進国と途上国の考え方にズレが



プーチン大統領の動きが問題



•12月10日 ﾈﾀﾆﾔﾌ首相と
ﾌﾟｰﾁﾝ大統領が電話会談
•ｲｽﾗｴﾙはﾛｼｱの態度に
不満
•8日の国連安保理で即時
停戦に賛成票
•ﾛｼｱはｲﾗﾝとも協力関係
を持っている
•ﾌﾟｰﾁﾝ大統領はﾃﾛを非難
•民間人を助ける為の準
備ができている

イスラエルのネタニヤフ首相がロシアのプーチン大統領との電話会談で、イ
スラエルと武装団体ハマスの戦争でロシアが見せた立場に「不満」を示した
と１０日（現地時間）、イスラエル首相室が伝えた。これによると、ネタニ
ヤフ首相とプーチン大統領は同日、約５０分間電話会談を行った。両首脳の
対話は１０月１６日以来約２カ月ぶりのことだ。ロシアは８日、国連安全保
障理事会（安保理）でイスラエルとハマスの即時停戦を求める決議案に賛成
票を投じた。
イスラエル首相室は両首脳間の対話後、「ネタニヤフ首相が国連でロシアが
見せたイスラエルに反する立場に対する不満（ａｎｎｏｙａｎｃｅ）を提起
した」と発表した。また「首相はロシアがイランと構成している危険な協力
関係に対しても鋭い批判を加えた」と述べた。
現地メディアのタイムズ・オブ・イスラエル（ＴＯＩ）は「ロシアは１０月
７日の戦争勃発以降、イスラエルをしばしば非難し、これを通じてイランと
の友好関係を強化する契機にした」と指摘した。ネタニヤフ首相がプーチン
大統領とこれまで友好関係を築いてきたということから、このような直接的
な不満の提起は異例だという評価だ。イスラエルはロシアのウクライナ侵攻
後、ロシアとの関係を考慮してウクライナに兵器を販売・支援しなかった。
ロシアのクレムリン宮は、両国首脳の電話会談でイスラエル側の不満が提起
されたという事実は公開しなかった。クレムリン宮は、プーチン大統領があ
らゆる形のテロリズムを拒否し、糾弾するという原則的立場を再確認したと
発表した。またプーチン大統領がネタニヤフ首相に「ロシアは民間人の苦痛
と紛争を緩和するために可能なすべての支援を提供する準備ができた」とい
う立場を伝えたと明らかにした。

プーチン大統領と５０分間の電話会談で不満を
ぶちまけたネタニヤフ首相…「なんで私たちの
味方にならないのか」



プーチン大統領の姿勢



ロシアとイスラエル
•19世紀 ロシア帝政時代 ユダヤ人迫害が行われる

• ＞ポグロムと呼ぶ

•20世紀 ドイツのユダヤ人迫害 ＞ホロコースト

•1991年 ソ連崩壊

•150年間余りの間に多くのﾛｼｱ人がｲｽﾗｴﾙに移住

•現在のｲｽﾗｴﾙの人口15％ 120万人

•高学歴で高収入の人が多い

•ロシア人は極右の政党を支援 ＞リクードもその１つ



イスラエルにとってのロシア
•チェチェン紛争の時にロシアを支持

•イランの核問題でイランに近しいロシアに期待

•ウクライナ侵攻でイスラエルに移住するロシア人増

•ｲｽﾗｴﾙの航空会社エルアル航空は西側で唯一のロ
シア便を運航している

•ネタニヤフ首相とプーチン大統領は親密な関係で
あった



10月7日 ハマスのイスラエル攻撃
•本来なら直ぐにﾌﾟｰﾁﾝ大統領はｲｽﾗｴﾙ支持を表明するはず

•10月16日 ﾌﾟｰﾁﾝ大統領は民間人が犠牲になる行動を非
難する声明を発表

•遅くなった理由は国際情勢を見極めながらロシアの立ち位
置を考えた結果

•ロシア国内にいるイスラム教徒対策

•ダゲスタン共和国 ＞ｳｸﾗｲﾅ侵攻後に訪問している

•ウクライナ侵攻での死者の数がロシア人の２倍

•ダゲスタン共和国は低収入 ＞兵役に出る

親パレスチナ姿勢



プーチン大統領の打算
•ソ連崩壊から現在まで 若者は敬虔なイスラム教徒
になってる
•神の言葉を第一とする彼らの考え方をどう抑えるか
•チェチェン共和国もほとんどがイスラム教徒
•カディロフ首長の強権政治で何とか抑え込んでいる
•もし方向を間違うと反乱勢力になる可能性大
•ここでﾊﾟﾚｽﾁﾅ側に立つことを選択
•アメリカと対立している現在 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｻｳｽを味方に
するためにも有効



大国の論理が優先される世界
•ウクライナやガザの状況を考えたときに双方とも大
国の論理が優先されている

•ウクライナ侵攻のロシアの論理

• ネオナチに支配されている地域を開放する

•ガザ侵攻のイスラエルの論理

• 神から約束された地を守る

• アメリカはユダヤの力を必要とするから応援する

•そこには平和とか命という指標はない



世界全体の平和と繁栄を考える
•国際連合は２回の世界大戦の悲惨な結果を乗り越え
て平和な社会を構築し各国の繁栄を考えるために設
立された
•平和を維持するためには話し合いによる解決
•経済的な援助をすることから生活水準の向上を狙う
• 安全保障理事会の拒否権問題
• 多極化する中でグループ造りで差別する
• 自分の理論が通用しなければ離反
•＞これでは当初の目的を実現することは出来ない



グテーレス事務総長
安保理に注意喚起



12月7日 グテーレス事務総長が動く
•国連憲章第99条

•事務総長は、国際の平和及び安全の維持を脅威す
ると認める事項について、安全保障理事会の注意を
促すことができる。

•「ガザに安全な場所はない。社会秩序はまもなく完全
に崩壊し、限られた人道支援さえも不可能になること
が予想される」

•人道的な停戦が必要だと安保理に要請

•今日安保理で協議することになる



イスラエルは国連で採決されても従わない



アメリカは安保理で拒否権行使
•ｶﾞｻﾞでの即時停戦を求
める決議案

•ｸﾞﾃｰﾚｽ事務総長の提
言を受けてUAEが提案

•賛成13 棄権1（英）
拒否権（米）

•否決されてしまう

•ｱﾒﾘｶの立ち位置が脆
弱化している



国連総会では停戦決議が採択される
•安保理で否決されたので
国連で緊急特別会合を開
きｴｼﾞﾌﾟﾄが提案
•民間人の保護人質の解放
•賛成は153か国
•棄権は23か国
•反対は10か国
• アメリカ、イスラエル、オーストリア、チェコ、
グアテマラ、リベリア、ミクロネシア、ナウ
ル、パプアニューギニア、パラグアイ



アメリカは支援を止めない
•ｲｽﾗｴﾙの蛮行を批判しながらも支援を継続

•武器支援の実行を保留したり厳しい非難せず

•水面下での働きかけが有効に作用しているから

•１日200台近くのトラックによる物資搬入を認めた

•武器支援を減らすのは重大なリスクを伴う

•他の勢力が紛争に介入するのを助長

•アメリカはイスラエルを揺るぎなく支持する



プーチン大統領の戦略
•来年の大統領選挙に出馬する準備を整える

•当選すれば2030年まで大統領を続けられる

•対抗馬を徹底的に排除している

•ウクライナ侵攻が長期化する中で大都市からは余り
兵士を出さないようにしている

•地方からの徴兵について、戦死した時に慰霊金とし
て500万円ほどを支給

•刑務所からの動員は続けている

•国内の不満を一掃している

都市生活に変化なし

多額の慰霊金で不満を抑える

死刑の無いロシアにとって
都合が良い
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